
城西国際大学薬学部　5 年生　青木  則子

薬用部位

薬効

生薬名

用途 鎮咳去痰、止瀉、滋養強壮薬として用いられる。

麦門冬湯（バクモンドウトウ）、清肺湯（セイハイトウ）、

温経湯（ウンケイトウ）など

血糖降下、鎮咳作用

根

麦門冬（バクモンドウ） 局方生薬

　

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
は
細
長
い葉
の
形
が
名
前
の由

来
と
な
っ
て
いま
す
。
そ
の
細
長
い葉
を
よ
く

見
る
と
蛇
や
髭
の
形
に
見
え
た
こ
と
か
ら
蛇
の

髭
（
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
）
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

別
名
リ
ュウ
ノ
ヒ
ゲ
と
も
言
いま
す
。

　

ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
は
日
本
や
中
国
原
産
の
植
物

で
、
北
海
道
か
ら
九
州
、
中
国
や
朝
鮮
半

島
に
か
け
て
分
布
し
、
山
地
の
木
陰
に
生
え

る
常
緑
の
多
年
草
で
す
。
７
～
８
月
に
淡

紫
色
ま
た
は
白
色
の
小
花
を
咲
か
せ
、
鮮
や

か
な
碧
色
の種
子
を
つけ
ま
す
。

　

根
の
膨
大
部
は
麦
門
冬
（
バ
ク
モンド
ウ
）

と
し
て
主
に
漢
方
に
用
いら
れ
て
いま
す
。
麦

門
冬
は
喉
や
肺
を
潤
わ
せ
、
咳
を
鎮
め
る
作

用
が
あ
る
た
め
、
咳
止
め
や
去
痰
、
滋
養
強

壮
薬
と
し
て
麦
門
冬
湯
（
バ
ク
モンド
ウ
ト
ウ
）

や
清
肺
湯
（
セ
イ
ハイ
ト
ウ
）
な
ど
に
配
合
さ

れ
て
いま
す
。
な
か
で
も
麦
門
冬
湯
は
漢
方
の

古
典
「
金
匱
要
略
（
キ
ン
キ
ヨウ
リ
ャ
ク
）」

に
収
載
さ
れ
て
いる
処
方
で
あ
り
、
麦
門
冬
の

他
に
咳
や
吐
き
気
を
鎮
め
る
半
夏
（
ハンゲ
）、

健
胃
整
腸
作
用
を
も
つ人
参
な
ど
の６
種
類

の
生
薬
で
構
成
さ
れ
て
いま
す
。
痰
の
切
れ
に

く
い
咳
や
気
管
支
炎
、
気
管
支
喘
息
の
治

療
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

学名：Ophiopogon japonicus Ker-Gawler 　科名：ユリ科
ジャノヒゲ

咳を鎮める蛇の髭Vol.142



城西国際大学薬学部　5 年生　鈴木  羽蘭

薬用部位

薬効

生薬名

用途 喘息、風邪、胃痛、消化不良などに用いられた。

鎮痛、鎮咳、健胃、止瀉作用

根、茎汁、茎幹、葉、果実

牡荊子（ボケイシ）

　

ニンジ
ンボ
ク
は
中
国
原
産
で
、
庭
木
と
し

て
植
え
ら
れ
る
落
葉
低
木
で
す
。
生
育
旺
盛

で
育
て
や
す
い落
葉
低
木
で
す
が
、
栽
培
は
あ

ま
り
さ
れ
て
いま
せ
ん
。
花
が
少
な
く
な
る
７

月
か
ら
、
さ
わ
や
か
な
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
白
い花
が
咲
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
花
に

は
芳
香
が
あ
り
、
葉
に
も
香
り
が
あ
り
ま
す
。

花
期
は
７
～
８
月
で
、
開
花
期
は
他
の花
に

比
べる
と
非
常
に
長
いのが
特
徴
で
す
。

　

ニン
ジ
ン
ボ
ク
は
根
に
発
汗
作
用
が
あ
り
、

抗
マラ
リ
ア
薬
に
も
用
いら
れ
て
いま
し
た
。
根

の液
汁
は
め
ま
い、
小
児
のひ
き
つけ
、
下
痢
、

去
痰
に
用
いら
れ
ま
す
。
果
実
は
牡
荊
子（
ボ

ケ
イ
シ
）
と
いい、
感
冒
に
効
果
が
あ
り
、
咳

や
喘
息
を
鎮
め
、
腹
痛
な
ど
に
も
用
いら
れ
ま

す
。
葉
は
打
ち
身
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
いま
す
。

　

同
属
の
西
洋
ニンジ
ンボ
ク
は
古
く
か
ら
生

理
痛
な
ど
の
婦
人
病
に
用
いら
れ
て

き
た
と
いう
歴
史
が
あ
り
、
近
年
で

は
ホ
ル
モンと
似
た
作
用
を
持
つこ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
いま
す
。
ド
イ
ツ

で
は
西
洋
ニン
ジ
ン
ボ
ク
が
月
経
前

症
候
群
（
P
M
S
）
の
治
療
薬

と
し
て
認
可
さ
れ
て
いま
す
。
こ
のよ

う
に
ニン
ジ
ン
ボ
ク
類
は
観
賞
も
で

き
、
薬
に
も
な
る
優
れ
た
植
物
で
す
。

学名：Vitex cannabifolia Sieb. et. Zucc.　科名：クマツヅラ科
ニンジンボク

観賞できる薬草Vol.143



城西国際大学薬学部　5 年生　葛生  実玖

薬用部位

薬効

生薬名

用途 漢方処方では消炎、利尿を目的として用いられる。

五淋散（ゴリンサン）、

牛車腎気丸（ゴシャジンキガン）など

血糖降下、利尿作用

種子、花期の全草

車前子 （シャゼンシ）、車前草 （シャゼンソウ） 局方生薬

　

子
供
の
頃
、
お
友
達
と
花
の
つい
た
茎
を

根
元
か
ら
引
き
抜
い
て
、
両
手
で
Ｕ
の
字
に

絡
め
て
引
っ張
り
あ
い、
切
れ
た
方
が
負
け
の

草
相
撲
と
いう
遊
び
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
オ
オ
バ
コは
日
本
各
地
の
空
き
地
、
道

端
や
山
野
に
よ
く
生
え
て
いる
の
で
、
見
た
こ

と
が
あ
る
人
は
多
いので
は
な
いで
し
ょ
う
か
。

　

オ
オ
バ
コは
長
さ
４
～
15
㎝
で
、
小
さ
い

白
い
花
を
つけ
、
４
～
６
個
の
種
子
を
つけ

ま
す
。
葉
は
わ
ず
か
に
に
お
いが
あ
り
、
無
味

で
す
。
種
子
は
無
臭
で
、
味
は
わ
ず
か
に
苦

く
、
粘
り
気
が
あ
り
ま
す
。
オ
オ
バ
コに
含
ま

れ
る
プ
ラ
ンタ
ギ
ンは
呼
吸
運
動
を
緩
や
か
に

し
、
鎮
咳
作
用
を
有
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
リ

ウ
ム
塩
に
よ
る
利
尿
作
用
も
あ
り
ま
す
。
消

炎
、
利
尿
作
用
を
目
的
と
し
て
、
牛
車
腎

気
丸
、
竜
胆
瀉
肝
湯
な
ど
の
漢
方
薬
に
含

ま
れ
て
いま
す
。
最
近
で
は
動
脈
硬
化
に
も

効
果
が
あ
る
と
注
目
さ
れ
て
いま
す
。

　

オ
オ
バ
コの
学
名
の Plantago 

は
足
の
裏

の
ラ
テ
ン
語 Planta 

か
ら
き
て
いま
す
。
こ
の

草
は
古
来
、
葉
を
靴
の
中
に
敷
いて
、
旅
人

た
ち
の
疲
れ
た
足
を
再
び
元
気
づ
け
て
いま
し

た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
上
陸
し
て
き
た

ヨー
ロッ
パ
人
の
足
に
種
子
が
付
着
し
て
運
ば

れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
白
人
の
足
跡
」
と
呼

ば
れ
て
いま
す
。

学名：Plantago asiatica L. 　科名：オオバコ科
オオバコ

白人の足跡Vol.144
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